
令和５年度 日本史探究 シラバス 

 

【指導目標】我が国の歴史の展開を世界史的視野に立って総合的に考察させ、我が国の文化と伝

統の特色についての認識を深めさせる。 

      近現代史を中心にテーマ学習をおこない、世界史的視点に立って、近代日本の動き

を考察する。また、現代日本の歴史について、現代社会との接点を考慮しつつ学習

をおこなう。 

 

【使用教材】 「詳説 日本史」 山川出版社 

       「最新 日本史図表」（資料集） 第一学習社 

       「よくでる日本史一問一答」 山川出版社 

       

 対象：普通科 選択クラス ３学年 （３単位）     
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第４部 近代・現代 

第９章 近代国家の成立 

２ 明治維新と富国強兵 

３ 立憲国家成立と日清戦争 

４ 日露戦争と国際関係 

復帰 50 周年特設授業 

マラリア根絶 60 周年特設授業 

５ 近代産業の発展 

６ 近代文化の発達 

第１０章 近代日本とアジア 

 １ 第一次世界大戦と日本 

 ２ ワシントン体制 

 ３ 市民文化  

 ４ 恐慌の時代 

 ５ 軍部の台頭 

 ６ 第二次世界大戦 

第１１章 占領下の日本 

 １ 占領と改革 

 ２ 冷戦の開始と講和 

第１２章 高度成長の時代 

 １ ５５年体制 

２ 経済復興から高度成長 

第 13 章 激動する世界と日本 

 １ 経済大国への道 

２ 冷戦終結と社会の動揺 

文化史 

 

 

 

 

 

 

近世の政治・経済・社会及び

文化の特色について国際関

係の推移に留意しつつ、理解

させる。 

 

復帰 50 周年・マラリア根絶

に向けた取り組みや時代背

景などを理解させる。 

幕藩体制の崩壊、開国から新

政府の成立について、国際社

会の動向に留意しつつ理解

させる。 

近代国家の形成と諸外国と

の関係を理解させる。 

 

第一次世界大戦から、第二次

世界大戦における、わが国の

歴史を、アジア及び世界の動

向の中で理解させる。 

 

二つの世界大戦を教訓に人

類の福祉と平和の確立をめ

ざす。日本人の普遍的な生き

方について考えさせる。 

 

 

 

古代～近現代に至るまでの

文化史の内容を学び、これま

で学んできた通史の歴史的

背景を踏まえた文化の興隆

を学ぶ 

始業式 

第１回校内実力テス

ト 

 

 

 

県高校総体 

１学期中間テスト 

教育実習 

 

 

 

 

 

１学期期末テスト 
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２学期中間テスト 

第 2 回校内実力テス

ト 

新人大会 

 

 

 

 

２学期期末テスト 

 



 

 

 

２ 

 

学 

 

期 

 

 

 

１１ 

１２ 

 

 

 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

 

 

沖縄の歴史プレゼン発表 

 

 

 

 

フィールドワーク 

フィールドワークまとめ新聞 

 

 

 

 

地域理解の観点からこれま

で育った沖縄・八重山の歴史

を自由テーマで研究し、プレ

ゼンする。 

 

沖縄の歴史プレゼンと連動

させて、学校周辺の史跡を巡

検し、卒業を前にしてこの地

域の歴史を学び島の良さを

知る。「やいまを識り、やい

まを守り、やいまを継ぐ」 

終業式 

始業式   

卒業テスト 

予餞会 

 

 

 

 

 卒業式 

 終了式 

【年間の学習状況の評価方法】 

定期テストや豆テストの得点、プリント綴り・ノートの提出状況、発表点と下の４つの観点から評

価した各学期の成績を総合し、年間の学習成績とする。 

 

① 『関心・意欲・態度』：歴史の流れや事象に興味を持ち、意欲的な態度で学習しているか 

② 『思考・判断』：歴史的事象について、疑問点や課題をみつけ、そのことについて多角的に     

考察しているか。 

③ 『資料活用の技能・表現』：資料を活用して歴史的事象を追求する方法を身につけるととも

に、追求し考察した過程や結果を適切に表現できているか。 

④ 『知識理解』：歴史の基本的な事柄を理解し、その知識を身につけているか。 

 

 

 


